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1 「寺院と年中行事」展について川内一郎 1
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

特別テーマ展によせて①

今秋の特別テーマ展は「寺院と年中行事」

というテーマ企画で、大和にのこる大小寺院

か幸太り行なうさまざまな行事を取り扱い、そ

れぞれの地域の人たちと地域内の寺院との関

わりについて考えてみようとする意図と、大

寺院が営む行事 q去会・儀礼とでも呼べるも

の)が、地域ごとの寺院へ移入されて、そこ

で行なわれる年中行事のいくつかが村落内の

人たちが関与していった様相を理解してぃた

だく契機となることを含みました。

したがって、展示では、東大寺のお水取り

の諸道具、興福寺の維摩会の諸用具、そして

長谷寺の陀々追しの諸用具など古来より栄え

今日に至る大寺院の行事用具を一方に設け、

奈良市中ノ川のオコナイ用具、野迫川村北今

西及び弓手原のオコナイ用具を対比させなが

ら村落での修正会かつ修二会の法会の同種異

形の在り方と、村落へ移入され今日まで受け

継いできた村人たちの姿を、この行事から汲

みとってもらえれぱと思う。

一年の折目として正月に行な力れる修正会

についてみても、大寺院と村寺かつ村寺に関

与する人たちのいかにその年に託した望みの

大いなることが窺えます。この修正会 q1多二

会をも含めて)の行事の多くは、五穀豊禳祈

願を内在させたものであり、この祈願と関わ

るものとしては、室生村東無山や天理.市中山
3 し■_きえ

田の虫送り、そして御所市・橋本院の牛滝会

などの行事があり、これらの行事用具をも展

示し、村落での五穀豊禳への祈願の姿を提示

したい。

一方、この農耕儀礼と関力る仏教的行事の

他に先亡供養を主に営なまれるいくつかの行

事が大小の寺院あるいは村落内の任意集団で

ある「講」によって行なわれている。盆行事

をはじめとして春秋彼岸会行事や湿樂会行事

などは先亡供養の行事である。

いま村落を中心にみると、都祁本扣士山の施

餓鬼会の七ガキダナ、御所市東佐眛のアラタ

ナ、奈良市大安寺町の彼岸会の戒名名記の名

号掛軸そして奈良市八嶋町の浬梁会の掛図な

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

どを展示し、村落での行事と村人たちの仏教

的行事の在り方を理解してもらいたいと思っ

ている。

これら、農耕に関わる行事と先亡供養に関

わる行事を大雑把に紹介してきたが、他に今

回の特別テーマ展で出陳する年中行事(法会

等)の用具として、松尾寺の修正会、矢田寺

の修二会、小泉庚申堂庚申信仰、五条・念仏寺

の鬼走り、そして吉野山金峯山寺の蓮華会(蛙

飛び)、松尾山の潅仏会など寺院の行事用具、

さらに村落では大宇陀町大熊の薬師講、桜井

市慈鳥]、寺の行者講、明日香村稲淵の大日講、

奈良市八嶋町六斎講温粲会、奈良市大安寺町

六斎講彼岸会などの晞輸所有の用具を展示

して、村落内の「講」のもつ行事を紹介したい。

このように紹介した展示品の数々から理解

に行な力れる行事が、大小の寺院から村落内

の諸々の「講"によって営まれていることか

わかると思います。これらの年中行事か町や

村の人たちが、どのように受けとめてきたか

ということを、大寺院の年中行事、村寺の年

中行事を通じて、展示から再発見してぃただ

ければ、今回の特別テーマ展を企画した役割

が果しえたと考える次第であります'

(当館館長)
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1寺院と年中行事浦西勉 1
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特別テーマ展によせて②

はじめに

日本へ仏教が公式に伝来したのは欽明天皇

七年(538)とされている。インドの釈加牟尼

が伝えその弟子によって作りあげられた彪大

な仏教経典が、中国で漢文に訳され、日本に

伝えられたのである。伝えられるまでは天然

崇拝などの幼稚な、雑信仰であったわが国が、

この仏教伝来によって、日本の信仰を含めて

あらゆる分野に仏教文化が浸透して、思、想や

文化が深くなっていったのである。今日仏教

文化は日本に浸透してしまって、外国の宗教

とはいえないほどであり、ゆえに日本仏教と

名づけられているところであろう。しかし先

に記したとおり、仏教は大陸から伝来したも

のであり、これか旧本文化に同化した跡を知

らねばなら'ぬことは、日本文化を考える上に

きわめて重要な問題である。

ここでは、仏教文化のうち民問に特に影響

を与えた仏教法会を中心にして、どのような

面に影響を与えたのかということを見てゆこ

うと思、うのである。しかし複雑な問題が多く

含まれており、なかなか解明できるものでは

ないが、日本文化に影響を与えたと思われる

多くの仏教法会の事例をあげてゆくことにす

る。そのことが、いかにすみずみまで仏教文

化の影響があったこと力拓寉ヨ忍できると思うか

らである。

仏教法会の概要

仏教法会が行なわれるようになったのはお

そらく日本へ仏教は伝来した当初からと恕、わ

れる。しかし当初は貴族中心、国家中心に仏

教が受け入れられ、ゆえに国家的行事が多か

つた。特に諸国法要としての、最勝会、仁王

般若会、法華会がもっともよく知られた行事

である。その他の法会には、年穀豊稜を祈り、

国家平安劃願い、御悩平癒、怨敵退散などの

祈願をするために、国民全体の過去の罪過を

一身にあつめて祈るという。ぜ斯去、悔過法な

'どが行なわれていた。たとえぱ吉祥悔過、薬

帥悔過、・ U、名悔過、・十一面悔過、・地雇對址過・

師何尓陀悔過などが古くから行な力れてぃたと

^^^X:^^^^X=^^='^^^^^^^^^^之此[Xユ^^^^^^^^^X含之'^^制=^^^^^^^Xケコ'^^コC^^Xユ^

民俗博物館だより

いう記録がある。

また供養を中心とした法会も古くから行女

われていたようで、孟蘭盆会は推古天皇十四

年(606)が文献の初見であるといわれ、聖武

天皇天平五年(733)の続日本紀に「始令.大膳

職備ゞ孟蘭盆供養、」とありこの年から宮中恒

例になったという。

その他大寺院においては、濯仏会・浬繋会

放生会などが行なわれ、また経典を中心とし

た維摩会などが行なわれてぃた。

これらはそれぞれ大寺院においで行なわれ

ており国家中心的行事としてそれぞれの寺院

では、その法会を行うことが任務のように考

えられるようになったようである。

ここに、源爲憲の『三宝絵詞』四84年ごろ

成立)の巻下に当時の年中行事の行なわれて

いた諸山の大会左あげているが、それを記し
,;主 j'てゆこう 0

正月おこな'、よし。御齊會。ひえの山の四

季の做法。温室の功徳。布薩。

二月おこなふよし。西院阿^倒毎過、山階寺

(興福寺)の湿樂会。石塔。

三月、志賀の大法会。薬師寺最勝会。高雄

の法華会。法華寺の華嚴會。比叡坂下勸學

會。薬師寺の萬燈會。

四月比叡の舎利會。大安寺大般若會。御

前の濯佛。ひえの山の受戒。

五月長谷寺菩薩戒。施米。

六月東大寺干花會。
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七月文殊會・孟蘭盆。

八月ひえの山の不断念佛。八幡放生会。

九月比叡山の濯頂。

十月山階寺(興福寺)の維摩會。

十一月熊野八講。比叡山の霜月會。

十二月御佛名。

このように、古くから大寺院や各地の寺院

でそれぞれ仏教法会が行なわれてぃたことか

うかがい知ることができる。しかしこれらは

あくまで大寺院中心、鎮護国家の道場として

の寺院で僧イ呂達が国家の行事として行ってぃ

た法会であったと恕、われる。

日本仏教史の中で奈良時代の南都仏教の次

にあらわれるのが、平安仏教としで、最澄と

空海の天台宗と真言宗である。特にこの両宗

派は密教を中心とするもので、祈祷や諸尊を

祀った。またこの両宗は神仏習合の中心的役

割を荷なったようで、本地垂迹の理論が浸透

してゆき、全国津々浦々にまでネ劇宮寺の成立

鎮守神の勧請が進められてぃったようである。

本地垂迹とは仏教の誕生地インドを本地とす

る仏が、日本に垂迹し、かりにあらわれたの

か旧本の神であるというのである。神と仏と

を結びつける本地垂迹説は天台宗、真言宗の

癌哮文の僧侶が中心となり、神社や鎮座の由来

儀礼行事、名称など仏教教理から説明するこ

とがはじまったのである。これらの影響は今

日、宮座行事の中に多く見られるところであ

る。また各地の神社の脇に寺院(神宮寺)が

存在している例などから、神社の行事にも多

く仏教儀礼の影響があったと思、われる。

平安時代の密教から鎌倉、室町H寺代になる

と、浄士宗、浄士真宗、禅宗、日蓮宗など、

それぞれ仏教の経典を特定なものに限定し、

その経典を中心として信仰をする宗派があら

われた。たとえば浄土宗、浄士真宗であれぱ

浄士三部経、日蓮宗であれば法華経というよ

うにである。これらの宗派は江戸時代になっ

て愽家制度のもとでピッタリ民衆と接して、

それぞれ仏教儀礼、たとえぱ、彼岸、盆、十

夜、報恩講などの行事を定着させていったと

考えられる。以上簡略に仏教法会の民問への

浸透を述べてきたが、それぞれの時代の仏教

が、それぞれ何らかの形で民問と接していた

と考えられる。時代の上に次の時代の仏教儀

礼が村々に重なってゆくので、複雑な要素か

多くなってくる。

奈良県内における仏教的年中行事

今日私達が、県内でみることができる仏教

的年中行事は、実に様々でありそれぞれ歴史

もあって、村々に定着している。たとえぱ多

くの村々で行なっている仏教的年中行事をあ

げれぱ、修正会、節分、湿樂会・濯仏会・彼

岸会・薬師会・練供養・虫祈祷・盆・地蔵盆

十夜・報恩講・観音講・庚申講・牛滝会など

がある。これらの仏教的行事が、どのように

して各村々に定着するにいたったかどうして

も知らねぱ、私達のもつ年中行事旧本文化)

を理解することができないと考える。ここに

おいて十分に仏教的年中行事の影響の過程を

知ることができないが、少しおおざっぱに述

べてゆくことにする。

県内においでは、仏教伝来した当初に南都

仏教が成立し、それが今日まで数々の仏教史

と関係しながら残っている。次の平安時代の

仏教(密キ幻も県内のあちこちに存在してぃ

る。また鎌倉、室町時代に成立した仏教もそ

れぞれの村々に定着している。それぞれに村

^
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落の人々と関係してぃたと思、われる。各時代

の仏教文化が県内のいたるところに存在して

いるのである。

たとえぱ、東大寺のお水取り、長谷寺のだ

だむし、矢田寺、松尾寺、金峯山寺などの修

正会、修二会は、寺院成立当初から行なわれ

たであろうと思う。この古寺院において行な

われるこれらの法会に、祈願せられる牛玉宝

印の押された牛玉札左村人が豊作の祈りとし

て信仰している。

また、密教(真言宗)では各村々の宮さん

の脇に神宮寺が存在し、それぞれ村人と関係

を持ってぃた。たとえば修正会、虫の祈祷、

雨乞いなどがそれである。たとえば曽爾村で

享保17年に虫が発生して虫の祈祷を行った。

その時、「廿日より廿四乞春日寺ニテ祈祷之ア

り」とあるごとぐ、'春日神社の宮寺の春日寺
にて虫の祈祷をしたのであった。これらは宮

寺と村人との関係を明らかにするものの一例

である。

また次の時代にあらわれた各宗派は、先に

記したごとく、江戸時代になり懐家制度をひ

かれた時に決定的な村人との関係を持った到

つたのであった。たとえぱ、濯仏会、彼岸会

盆行事から念仏講、報恩講、観音講などが、

それらの寺院を中心に行なれたのである。

以上のごとく、県内でもそれぞれの時代で

何らかの形において寺院と関係を持ち、影響

をうけてきたのである。

次に見ておきたいのは、村落においてはど

の面につぃて仏教的行事の影響があったのか

ということである。それに関して次の三点に

影響があったと考えられる。

小農耕儀礼への影響

②村落社会組織への影響

③先祖供養への影響

以上の三点に的をしぽって説明しておこう

と心、?。

小農耕儀礼への影響

農業中心の村落において、豊作物、特に稲

作の豊作を願う気持が大変強く、そのために

農耕儀礼が発達している。予祝儀礼、虫の祈

待、雨乞い、風の祈祷、収穫祭、などが農耕

儀礼とよぱれてぃるものである。仏教的行事

はそれぞれに色緩K 関係していることを予祝

儀礼を倆上二とって述へる。

C

奈良県内の山辺郡、天理市の東部、などに

おいて、正月を中心としてオコナイとよばれ

てぃる行事をする。これは、お寺または堂に

村人が供えものを持ちょって、仏に祈るので

ある。多くは導師は真言の僧侶である。この

行事では必ず牛玉の札を発行され、各自はこ

れを持ぢ帰り春の級まきの田の畔に立てる風

習がある。村メ、の稲の豊作を願う気持がこの

行事を今も残してぃる。この行事で、仏前を

飾るということが重要らしく、各地でかわっ

た御供をつくる。たとえぱ、天理市上仁興で

は「大飯供・小飯供」などと呼ぱれる円維形

の御供や、榛原町長峯の「まゆだま・兎除け

のまじない・百合の花」など作り、興眛ある

行事として残っているのである。

②社会組織への影響

村人が共同で行なわねばならぬことが多か

つた昔の村落において、常々何組かのグルー

プを作ってぃた。その場合単に組としてでは

なく信仰によっての組を作ることが多かった。

たとえば葬式を中心とした念仏講、観音講な

どはその一例である。また村の堂の薬師左ま

つるための薬師講、あるいは大峯信仰の行者

講、百姓の神さんとして庚申をまつる庚申講

など講をつくり、これらのグループで共同作

業をする場合が多かった。これらの講ではそ

れぞれ信仰の対像になる掛軸や仏像を持って

それを祀っでぃる。それらの掛軸や仏像など

はあきらかに仏教的な影響をうけたものである。

③先祖供養への影響

仏教的年中行事の中に大きな比重を占めて

いるのに死者の供養がある。主に彼岸会や孟

蘭盆会に行なわれるものである。 8月15日の

孟蘭盆会には、各自の仏佃に供えものをした

り、初仏(初盆)にはアラタナを作り祭った

りする風習はほとんどの村落でみることがで

きる。この風習は中世期において念仏聖など

による影糾功河金く、念仏講などになって村落

に定着していったのであろう。しかし決定的

に、彼岸会や盆行事が民間に定着したのは、

江戸時代の仟1家制度によるところが大きかっ

たと考えられてぃる。死者を祀るために記録

する過去帳が作られるのが江戸H芋代初期で、

このころ明硫に村落に定着したのであろう。

註①「三宝絵詞」イ『大Π本仏教全書』川叫幻

註②「井 1二次兵衛党苫」(『曽爾キ1史』所収)
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大和の民俗行事住6)

^

連

大和にのこる年中行事のうち、今回は蓮華

会を紹介することにしょう。

蓮華会は、衆知のごとく今日では法華寺

当麻寺・金峯山寺蔵王堂・金剛山転法輪寺・

そして東大寺などの寺院で執行される年中行

事のーつである。時期は 7月7日(蔵王堂・

転法輪寺)、 7月17日(法華寺)、 7月22日(当

麻寺)、 7月28日(東大寺)で、法会内容もそ

の寺院の縁起・由来などによって異なる。た

だ、大雑把に捉えてみると修'験道とかかわり

をもった法会内容のものと、そうでない法会

内容のものに二分できるようである。

いま、ここで前者の法会につぃて垣間見な

か'ら、蓮華会の在り方を窺ってぃくことにし

よう。修'験道とかかわる、とりわけ役行者左

開祖とする吉野山金峯山寺蔵王堂の蓮華会の

執行次第をみよう。

吉野山金峯山寺蔵王堂の蓮華会は、 r蛙飛

び.として大和および周辺地域から近年とみ

に見学者力吐曽えてきてぃる行事である。

7月7日、桜井市奥田へ、同寺の寺務関係

者、妙法院々主、修業僧ら4 ~5名が、また

吉野山地区の区長、花供講(ハナッコ)総代

や世話人・婦人会の人たちⅡ人程が向う。奥

田地区では、すでに早・朝に蓮池から切り取っ

たハスとともに吉野山からの使者を待つ。

吉野山からの使者と奥田地区の人たちとが

合流し、蓮池の弁財天の前で大護摩供が営ま

れる。妙法院々主による白表の奏上の後、山

伏組織の会式協讃会の人たちによって柴燃護

摩に点大される。かつては、この大護摩供の

前に、蓮池のハスをいただいてから、蓮花を

入れた桶を荷って蓮池を 1周したという。い

までは、述花をいただいてから、虎姫化毛女)

御前の墓所に詣って蓮花を供花して後に護摩

供が始まる。この虎姫御前という人は、役小

角の母で、その生挺地が奥田であるところか

ら、蔵王堂の蓮華会の一蓮の行事として蓮池

の弁財天の前で護摩供が行な力れるという。

おりしもこの U奥1_Hでは<介ヲミまつり>がlj

な六れている。まったく、刎のまつりである

( 5 )

が、奥田地区の人たちによる蓮華会への奉仕

が脈々と受け継がれてきたのである。

奥田での大護摩供が終ると吉野山からの使

者と同地区の人々は六田(大淀町)の初花権

現へ向う。すでに吉野山から奥田へ向う一行

の内、 3 人程か'この六田へ先鋒として行く。

この六田の初花権現は、行者・山伏の大峯修

業のための最初の行場である。六田の瀋卯の

渡し.として山伏・行者のミソギのナ昜として

知られてぃる。吉野山・奥田の一行が、六田

への先鋒者と合流し、初花権現の前で大護摩

供か幸太り行な力れる。午後1時頃である。こ

の頃、吉野山では、竹林院を出,発した子供御

輿と蛙の乗った蒲団太鼓が町内を練り歩きは

じめる。そして、最終地点である吉野ケーフ

ル山士'終点前へ向うのである。

六田では大護摩供が終ると、合流した人た

ちが吉野へ向う。吉野山の使者を先頭に山伏

・行者が後につづく。

一方、吉野山では、子供御輿と蛙の太鼓台

が山上終点に向って練り歩く、午後2時半頃、

寺から十余人の人たちにかつがれた神輿が出

発し、先に山上終点に向う。そして、子供御

輿と蛙の太鼓と合流し、蓮花の一行を待ち迎

えるのである。午後3時過ぎ、蓮花の一行が

山上終点に列着する。到着後、寺僧による儀

式力沫冬ると、一行は蔵王堂に向う。 4時を少

し過ぎた時刻に、所謂「蛙飛びの行事」=蓮

華会が執り行なわれる。まさに、蓮華会のク

ライマックスである。蓮花を先頭に蔵王堂に

向った管長以下の寺僧・山伏などの一行が、

所定の位置につく。つまり、蔵王堂に着いた

神輿か'内陣へ人り、管長以下寺僧による内陣

での供花と読経による法要が営まれ、太鼓台

に来っていた蛙か'外陣へ現われて、「蛙飛び"

が始まる。堂前の石段の最上段"永こ管長が、

石段の最下段前の左右に役僧として竹林院々

主と妙法院々主が着座する。年によって役僧

は桜本坊々主、吉准鄭充々主も受けもつという。

この役僧は、蛙が人問に返えるべき経文を授

けるために左右に侍り、「脇1抑」とも1呼ぷ。

奥野義雄会華



蛙は左右の役僧からの経文(呪文)を受け

て後、堂外陣正面の授戒の導師をつとめる管
ヘノL け

長の前へ出向いて、人問へ変化する。これが

蛙飛びの填末である。だが、蓮華会自体の法

会は、もっとも厳しい大峰山上への献花をも

つて終るのであって、翌朝、管長(管長が行

かない場合は、妙法院々主あるいは他の院坊

院主)以下の修善僧・山伏が、蓮花を荷って、

途中の霊場への供花を行なうのである。こう

して吉野山金峯山寺蔵王堂での蓮花会の法要

が糸冬る。

言い伝えによれぱ、白河天皇の御代に行者

の精進に、かつ権現の神力に侮辱の言語を吐
"、ノ、 Uカ、いし咋ノ1

いた男が、改俊の色を現わして、蛙に変化し

た自らの姿を蔵王権現の前で、僧侶の読経の

功徳で人間に戻るという、権現の神力・法力

による功徳をとくものであった。

このように蓮華会において、功徳をとく物

語は吉野山金峯山寺の行事にとどまるが、各

寺院の縁起・由来に伴なった法会が営まれる。

たとえば、当麻寺ではハス糸で曼茶羅を織っ

た中将姫の著名な話にまつわるく中将姫蓮絲

制」

r

曼茶羅>の大法要として行なわれる法会を蓮

華会と呼ぶ。かつて、当麻寺の蓮華会では、

行事に使われた蓮花は大阪府北河内の山田や

香芝町別所など仍地から運ばれたが、今日で

は絶えて'しまった。この両地域とも当麻寺と

関連する地であるという。

また、東大寺でも<除厄防病>の行事とし

て行なわれてぃる。これと同様な内容をもつ

法会を法華寺でも行ない、除厄祈願を行なう

という。ただ、東大寺では、朝方寺僧たちが

'茅の輪、をくぐった後、盾舎那仏々前で厄

除けの読経法要を営んだ後、観音経の読経が

あり、除厄がネ刷噸されるのである(茅の輪

くぐりを行なって除厄防病を行なう行事は、

神社の年中行事としてある) 0

このように金峯山寺では<功徳>を説き、

東大寺や法華寺では<除厄>を祈願し、当麻

寺では<供養>を行女うというごとく、各寺

院の特色をもった蓮華会か幸太行されてぃるの

である。仏教的観念にもとずく<蓮華>を通

して、供養と祈願のありさまが窺えるといえ

よう

刃物加の製作1程を記すと、

①火力こしをし、地カオ、を火に人れる'

(動地ガオ、を令 1、コでたたく 口
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⑥動カハンマーで形をつくる。

⑦地ガネをツチとタガネで適当む大きさに切る。

⑧火に入れる。

⑨大から出し、金ドコの上で延ばしなから形にする。

これまでを人・ブくりとよふ。それから、

⑩グラインダーでほぼ仕上けの形、寸法にする。

⑪表裏を研いて、焼き左ノ、れる。

⑫また、仕上トイシで研く。

⑬藁灰のアクで洗う。

⑭陽にっけて、乾す。

ようするに、地カオ、と刃先の部分となるハガ予をつな

ぎあわせ、延ばして形をつくる(これまでが大づくり).

それから無駄な部分をけずり力とし、刃先を研ぎだして

仕上げるので島る。

材料、諸道具なと、以前とは異点リている点が多い'

まず風をおこすフイゴは五年ほと前に送風機に力え、州、

料も師Nキに炭からコークスにかえた。しかし、ものによ

つては焼ノ、れの際現在も炭を使用する。また、/、コウツ

チ、すなわち相方力斗及う大ツチか'動カハンマーにかカリ

た。それから、現在はグラインダーを使用するか、↓リ、前

はヤスリとコウスキで作業をした。またハガオ、をつける

薬を用いる以前は、まず地ガオ、の上にハガオ、を羅き、そ

の上に藁灰をのせ赤士をかけ、火のなかへ入れてワ力し

た(ようするに内くなるくらい焼いた)。

,本文は奈良県吉野郡下市町善城住、塚本元治氏川片治

32年生)の作業内容であることを記し、協力に感謝1る。

_御^
^ 動カハンマーで形をっくる。

★★★★おしらせ★★★★

●民俗博物館の行事予定

9月9日民家講座(PM 2 ~)

講師宮本長二郎氏「伝統的建造物群について」

講師吉田靖氏「近畿の民家について」

9月23日体'験学習講座<ワりバシつくり>

9月30日~11月25日

特別テーマ展「寺院と年中行事」

10月7日特別講演・発表会(PM 2 ~)

浦西勉(当館学芸員)列品解説

講師ゞ綸'柴田實氏「寺院と年中行事q、ル外b」

10月21日特別スライド・映画の会(PM 2 ~」

スライド「修正会・修二会■・"稀兒浦西勉

映画「束大寺・おツ大取り」

10月28日体1愉学習講座<オケつくり>

11月4日特別講溢一発表(PM 2 ~)

発表浦西勉「村落寺院と午.中行弓・f」

講帥井村良襄氏「庚中信仰について」

1]月18日特別スライド・映画会(PM 2 ~)
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'、 仕上トイシで研く。

スライド「盆行事・念仏講」・解説奥野義雄

映画「東大寺・おツ上取り」

U月25日体験学習講座くナベツカミつ<り>

12月2日~ 3月30日

"'

●二

テーマ展(長期)「Π々のくらしヨ

(表紙解説>毎午、7月23日と24日両日夕刻から

帯解寺で地蔵会かヰ丸百される。とくに 7 Π23日の

タ刻の法会には数人の僻イ吊たちによる統経が営ま

れる。安産求子の寺として県内外から詣でる人た

ちの跡かたたない。この帯鰯上庁の 7月23日・24日

のj佃哉会をか力きりに、県内の町や村で地蔵酋の

力祭りか'営まれる。

ず
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■編集後記■

盆灯籠、盆棚、盆卸]り、そして幻籠流しなど夏

の風物11を奏でるΠ々か、打1.け花大がはなやか

に咲いて、散るように才,るいは心'喝灯の1杉紗が消

えては現力れるように過ぎ、茶い空はもう秋を濃

くしている九Π初。・一年の半分↓リ、上か'めまぐるし

く過ぎ、残り力すかなΠ々を、兎と砥、の逸'円を

想い庁,しながら博"笊官も民家t,公冏もー・歩一・歩あ

ゆむことを知る。・歩づつぁゆんできたからこそ

ケⅢりえた体1強であるのだが_ (,、3 )
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